




要約:妊娠・分娩・産褥における生理学的及び病理学的な身体上の変化は、女性の生涯に

わたる健康と密接な関連を有することが様々な事実により推察される。本研究の目的は、

妊娠・分娩の経験の有無や妊娠・分娩時にみられた異常が女性の各ライフステージにおけ

る健康とどのような関連を有するかを解明することである。そこで、  (1)思春期におけ

る各種障害、(2)虚血性心疾患を代表とする成人病、  (3)尿失禁・腰痛症・子宮脱などの

中有更年期の好発疾患がそれぞれ妊娠・分娩・産褥とどのような関連を有するかをレトロ

スペクテイプな視点がら明らかにすることとした。

  今年度は、  (1)思春期障害と妊娠・分娩・産褥との関連を検討するため、産褥婦人を

対象とした思春期障害に関するアンケート調査と、思春期外来患者を対象とした妊娠分娩

産褥に関するアンケート調査を計画し、調査形式の設定及ぴ質問用紙の作成を行った。ア

ンケート調査の形式の設定及び質問用紙の作成は終了し、現在はアンケート調査施行中で

ある。  (2)成人病と妊娠・分娩・産褥との関連を検討するため、二つの対象群、即ち、

成人病を発症し入院治療を受けた女性患者と保健所において実施される成人病健診受診女

性、とに対する妊娠分娩歴に関するアンケート調査を計画した。急性心筋梗塞にて入院治

療した女性患者を対象としてアンケート調査を行い、急性心筋梗塞患者の産科合併症とし

ては妊娠中毒症(l2%)・流産(20.0%) ・早産(16.0%) ・巨大児(20.0%)等か認められ、特に

子宮内胎児発育不全は 32.0%)と高率であった。また、保健所で行われている成人病検査

の実態を調査し、アンケート調査の対象とその様式に関する方針を決定し、アンケート用

紙の作成を行った。  (3)尿失禁と妊娠・分娩・産褥との関連を検討するために、腹圧性

尿失禁を主訴として外来を受診した中高年女性の尿失禁発症時期を調査するとともに、産

褥一ケ月健診を受診した褥婦を対象に妊娠分娩歴・尿失禁の発症時期とその程度などに関

するアンケート調査を行い、妊娠分娩産褥と尿失禁との関連につき検討した。さらに、産

褥ーケ月に尿失禁を認めた例については、2 ケ月間の治療を尿失禁にて外来受診した中高

年女性の過半数において、尿失禁は妊娠分娩時から持続しており、尿失禁の発症に妊娠分

娩が強く関わっていることが示唆された。また、産褥ーケ月健診時には 22.8%に尿失禁を

認め、その時期の尿失禁は経産回数や分娩方法と関連があると考えられた。また、産褥体

操は尿失禁の治療に有効である可能性があり、リスクファクターを有する褥婦における産

褥体操の重要性が示唆された。


